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【ハンズネクスト】
例年、9月と 10 月は「多言語による高校進学
ガイダンス」月間となってきた。今年は、大田
原市（9月 26 日、夜）、栃木市（10 月 4 日、午後）、
真岡市（10 月 11 日、午後）と本学（10 月２６日、
午後）での開催を計画したが、いずれも天候に
恵まれ予定通り開催することが出来た。昨年度、
台風の影響で真岡市での開催が出来なかったこ
とが改めて思い起こされた。
大田原市ガイダンスでは 6家族、栃木市ガイ
ダンスでは 10 家族、真岡市ガイダンスでは 20
家族、本学でのガイダンスでは 16 家族、合計 52
家族へ高校進学に関する基本情報を提供するこ
とができた。本学でのガイダンス開催日はブラ
ジル大統領選挙日と重なってしまい、ポルトガ
ル語を母語とするご家族の参加が少なくなった
のは残念だが、群馬県で投票を終えて、会場に
駆けつけてくれた人もいた。ガイダンスは、言
語別のテーブルに分かれての説明会、全体での
質疑、体験談発表が主な内容である。
9月 23 日に横浜市で開催された神奈川県での
「日本語を母語としない人たちのための高校進学
ガイダンス」を見学する機会があった。神奈川
県でのガイダンスは、外国人等特別募集に関す
る全体説明会、特別募集をしている高校や外国
人生徒を比較的多く受け入れている定時制高校
による自校紹介、高校ごとの個別相談の三部構
成である。他地域のガイダンスの内容も参考に
しながら、今後もガイダンスの内容や方法につ
いて検討を加えていきたい。
毎回、体験談発表は興味深く聞いている。短
い時間ではあるが、外国人児童生徒ならではの
経験、苦労、「凄さ」が伝わってくる。今号には
フィリピンにルーツのある小野寺まゆみさんと
ペルーにルーツのある新垣一さんに体験談の内
容を文章にしてもらった。じっくり読んでいた
だきたい。このガイダンスに参加した児童生徒
が高校や大学に進学して、高校生や大学生とし
て再会できることが何よりの楽しみである。
3回目と 4回目のガイダンスの間の 10 月 16 日
には、今年度 2回目の「外国人児童生徒教育推
進協議会」を開催した。栃木県教育委員会、県
内 9市 1 町の教育委員会と小中学校の代表校長
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にお集まりいただいている会議で、「支援の基盤
作り」という性格を持っている。
今回は、まず、上述した横浜市での高校進学
ガイダンスの内容をやや詳しく報告させていた
だいた。伴となるのは、「進路保障」に対する考
え方である。中学 3年次に日本語指導を必要と
する生徒が一般入試で受検して合格することが
極めて難しいことは言うまでもない。そういう
生徒を積極的に高校が受け入れて育てるという
進路保障の考え方が大事だし、今後ますます求
められるのではないかと言う点で意見交換した。
栃木県では特別措置があるが、「入国後 3年以内」
の資格要件が壁となって、ほぼ例年、措置を受
検できる生徒は外国人生徒全体の 1割に満たな
い。資格要件の緩和を栃木県に要請していくこ
とも必要であると話題に上がった。
次に、昨年栃木市で開催した多言語による高
校進学ガイダンスと今年 8月に真岡市国際交流
協会主催のスペイン語教室AMAUTAで行った
夏休み中の外国人児童生徒学習支援の様子を映
像で観ていただいた。前者は栃木ケーブルテレ
ビが、後者は真岡ケーブルテレビ（通称いちご
テレビ）によって取材・放映されたものである。
一番時間をかけて話し合ったのは、平成 28 年
4 月からの HANDS の在り方と方向性について
である。現在のHANDS は文部科学省特別経費
プロジェクトとして事業展開しているが、この
経費は次年度で終了する。その後、どのように
して HANDS を継続させていくか。HANDS に
対する高いニーズを様々な教育現場や地域から
感じているので、現在進んでいる大学改革の議
論とも関連付けて検討を進めていく必要がある。
HANDS の存続を何とかして図っていきたいと
考えている。
6歳までの自分
＜初めての買い物＞
スーパーでは、欲しい物を指さして ｢これひ
とつ｣、レストランで注文するときは、メニュー
の中の食べたいものの写真を指さして ｢これ一
つ｣とだけ言って、買ったり注文したりしていた。
＜初めての遠足＞
連絡帳に記載の ｢もってくるもの｣ リストに
あった ｢おしぼり｣ がわからなかった。｢おしぼ
り｣ って、何？という経験をした。
＜初めての市役所＞
住所変更の時に漢字を書く経験をしたが、｢栃木
県｣ や ｢真岡市｣ などの漢字が難しかった。｢栃木
県｣ の ｢栃｣ の字が非常に難しかった。
12歳までの自分
＜初めての運動会＞
借り物競走という親子競技をしたが、両親が
わからないため教えてあげた。
＜母親への反抗＞
マドンナ好きの母親は、金髪にしている。友
だちのお母さんとは、見た目がだいぶ違うので、
いつもそんな母親に反抗していた。
＜習い事＞
スイミング、サッカー、そろばんを習っていた。
本学における「多言語による高校進学ガイダンス」（2014.10.26）体験談発表より
｢今までの自分、これからの自分～夢は努力次第～｣
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　小さいときにペルーから来日し、栃木県真岡市内の小 ･中・高等学校で教育を受ける。高校卒業
後は、工学院大学に進学し、卒業後も電気の研究をするために、東京大学大学院に進学。前期課程
を修了後、現在は、工学院大学大学院後期課程で研究を続けている。
